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１．目的  

 赤外線検査により，交通規制せずに法定速度走行で路面の熱（放射温度）を計測することにより，非破壊，

非接触で路面下（舗装内部，床版上面など）の損傷箇所をスクリーニングできることが明らかになっている１）,

２）．一方で，舗装内部や床版上面の温度変状の検出から損傷の種類，規模，位置などの特定まで迅速に処理す

ることが課題となっている．そこで，赤外線検査によって検出される事象について体系化するとともに，効率

的な解析およびデジタルデータの経年的な蓄積が可能な赤外線熱解析プログラムを開発したので紹介する． 

２．赤外線検査によって検出される事象の体系化  

 赤外線検査法は，構造物の素材の違いや損傷の有無に基づく赤外線放射量を赤外線センサ（赤外線サーモグ

ラフィカメラ）で感知し，外観で視えない内部損傷を見せるものである．赤外線サーモグラフィカメラで検出

される事象を体系化すると図１のようになる．内部損傷として，層間剥離，滞水，Ｕリブ滞水，埋設ジョイン

トの異常，補修材の剥離，基層・床版異常，床版の砂利化などが検出可能である．赤外線検査法を用いて的確

にこれらの事象を特定することにより，効率的な維持管理が実現できると考える．そこで，赤外線熱解析プロ

グラムを開発した． 
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３．赤外線熱解析プログラム  

 赤外線熱解析プログラムは従来，個別に実施して

いた編集・解析・帳票作成を一連の流れで一元管理

できる仕組みで構成されている（図２）． 

解析においては，路面画像に任意の大きさのメッ

シュを展開し，熱変状が発生しているメッシュに対

して異常フラグを立てていく．解析終了後には，画

像やメッシュ解析結果を一覧として出力することが

できる． 

解析結果は距離データに基づいて自動的に集計さ

れるので，これまで路線延長が長い場合に長時間を

要していた集計作業時間を短縮できる．また，50cm

単位の高解像度でメッシュ解析を行うことによって，

今まで以上に細分化された簡易 MAP を作成すること

ができる（図３）．さらに，広域面的な包括解析を行

う場合に，粗いデータに基づくのでなく，上記のと

おり，高解像度による細密データを踏まえて，包括

解析することも可能となり，その結果の信頼性を向

上させ得る． 

解析データについては，Viewer データ化すること

により，舗装・床版損傷のデータベースとしてのデ

ータ蓄積が可能である． 

４．舗装・床版損傷データベースの活用  

舗装・床版損傷データベースにデータを登録する

ことにより，管理区間の内で閲覧したい区間をすぐ

に検索し，登録データ（情報）を抽出することがで

きる．データベース上において，路線，スパンおよ

び距離単位で任意に指定箇所に移動できることから，

閲覧したい箇所のデータについても迅速に確認する

ことが可能である． 

また，過去の計測データを保管，蓄積しているの

で，例えば舗装などで損傷が発生した場合に，当該

損傷の発生前の状況を過去に遡って検討することが

可能となる． 

加えて，モニター区間を設けて継続的にデータを

蓄積して，構造物別，材料別に分類評価し，さらに

経年変化を比較検討することによって，損傷につい

て詳細に分析できるようになる．これによって，床

版損傷が発生するメカニズムなどを解明し，予防保

全へフィードバックできれば，現状よりもさらに効

率的な道路の維持管理が可能である． 

 

５．おわりに 

 赤外線検査法を用いた舗装・床版損傷データベー

スを構築することにより，維持管理の高度化が図れ

るようになる．今後は一層のデータの蓄積を進め，

有効性を検証する予定である． 
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図２．解析画面と出力イメージ 
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図３．簡易 MAP の表示例 
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